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令和 6 年度第１回スポーツ推進審議会議事録 

 

【開催日時】令和 6 年 6 月 28 日（月）9 時 57 分～11 時 30 分 

【開催場所】伊丹市役所 2 階 201 会議室（若草） 

【出席】冨山会長、河本委員、北村委員、吉野委員、稲葉委員、増田委員、黒瀬委員 

（7 名出席、順不同） 

【署名委員】吉野委員、稲葉委員 

【傍聴者】 4 名 

【会議次第】 

１．開 会 

（１）諮 問 

２．議 題 

（１）スポーツ施設の現状と課題について 

３．その他 

４．閉会 

 

 【議事内容】 

１．開会 

（事務局） 

出席予定者が全員揃ったので、時間前ですが会議を始めます。 

（資料確認、事務局紹介、議事録作成のため当会議録音する旨の報告。） 

（会長） 

令和６年度１回目の審議会を開催します。 

（あいさつ。出席に対する御礼。） 

 委員 10 名中、７名の出席で過半数を超えているので会議が成立している。  

 傍聴希望者が 10 名以内の 4 名である。（傍聴者の入場案内を指示。） 

（会長） 

（傍聴者に対して）傍聴要領の遵守をお願いします。本日の資料は会議終了

後、回収します。後日、HP で公開するので必要でればそれを確認してください。 

（会長） 

本日の会議録署名委員は、昨年度からの継続で名簿の順序とし、吉野委員と

稲葉委員にお願いします。なお、議事録は要約内容とします。 

（事務局） 

最初にスポーツ施設の適正化に関する方針策定の諮問を行います。本来は、

教育長が行うところですが他の公務のため代理で生涯学習部長が行います。 

（部長） 

（諮問文読み上げ－手渡し、写真撮影、他の委員に写し配布。） 

（挨拶。教育長欠席代理の謝意。審議会委員出席の御礼。諮問内容背景の説

明。施設の集約複合化や民間施設活用などを念頭とし、ストックマネジメント

の考え方、それに対する意見を求めることを説明。） 

（会長） 
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（あいさつ）教育委員会から諮問があった。伊丹市のみなさんがスポーツを

気軽に、クオリティオブライフを高める施設となることをめざし審議していく

ことにします。 

本日の会議は２時間程度、12 時までに終了する予定で行います。 

 

２．議題 

（会長） 

スポーツ施設の現状について昨年度簡単な説明を聞いている。詳細な説明を

事務局にお願いする。 

（事務局） 

資料のスポーツ施設の現状と課題をもとに説明 

 

（会長） 

現状と課題についてご意見があればお願いします。 

（委員） 

 P.21 適正化に向けた課題、限られた予算の中で、民間資源の活用とはどうい

う意味でしょうか。 

（事務局） 

 限られた財源、全てを税で対応するのは不可能です。民間資金の活用として

国の制度がある。民間が整備し運営する手法があります。 

（委員） 

 今、どこかで実施しているのですか。 

（事務局） 

 他市事例では、西宮市がスポーツ施設の再整備を民間活用している。伊丹市

でも検討していきたい。 

（会長） 

 すぐ、したいからといってできるものではない。条件が合致するかどうかな

ど検討が必要である。公園などの例があるが、民間では利益を上げる必要があ

る。 

（事務局） 

 民間活用について補足する。本市でも民間活用の事例はある。指定管理者制

度による施設運営を行っている。課長が説明した PFI など規模の大きな話だけ

でなく、民間施設である住友グランドの活用など、できるものをここでは考え

ていきたい。 

（会長） 

 民間活用の話がでましたが委員はご意見ないですか。 

（委員） 

 私の専門分野ではないのですが、スポーツ施設だけではなく、日本ハムが北

海道に作ったエスコンフィールドや、東京ドームシティなどはテーマパーク的

なことができている、本市でも参考にできないか。夢のような話ではあるが。 

 子どもの頃から使っている伊丹スポーツセンターの体育館に投資して欲しい。
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隣にある宝塚市のようなメイン、サブアリーナ、観客席があるような施設が欲

しい。みるスポーツ、やるだけじゃない、そんな施設が欲しい。もちろん、財政

面があるので難しいとは思う。 

（会長） 

 財源が限られている。幅広くやるのか、メインとなるもの、市の顔となるもの

に集中投資するのかを検討すべき。スポーツを活かしたまちづくりまで今回の

検討項目にするのは困難。長期的には、商業施設にスポーツ施設を整備するよ

うな検討も必要かもしれないが、そのような検討はしかるべき部署で考えるべ

きだろう。 

（委員） 

まちづくりという面での考え方もあればよい。長期的な夢の話だとは思う。 

（会長） 

 委員は何かありますか。 

（委員） 

 全国大会に出場しているので各地に行く。九州では、バドミントン 20 面のコ

ートを使って予選をし、大会が進むと半分のコートにするなど体育館を仕切っ

たりして運営するなどしている。韓国などでは施設は立派じゃないけれど、大

会開催についてスポーツ施設ではないところにコートを作って開催している。

シャワーや事務室などのあるコートを作って便利である。市役所の屋上にコー

トを作ったりする例もある。伊丹市のスポーツセンター体育館はお粗末である。

P.4 に施設一覧があるが、三菱電機北伊丹事業所（三菱電機高周波光デバイス製

作所：伊丹市瑞原）の体育館はバレーボールとバドミントンで週何回か使わせ

てもらっているのが抜けている。千僧の自衛隊も小学生は使っている。自衛隊

総監部は以前利用していたが使えなくなった。 

（会長） 

 なんでも使える汎用性の高い施設が良いのですか。 

（委員） 

 そのために経費が必要ならクラウトファンディングや各協会が投資するなど

の考え方があっても良い。 

（会長） 

 大会開催という部分で委員は何かありませんか。 

（委員） 

いつも使っている施設なので、子どもたちは喜んで使っている。 

中体連の活動は基本的に学校を使う。大きな大会では緑ヶ丘体育館、スポー

ツセンター体育館を使う。他市と比較すると規定上狭い。大きな大会をできる

ようもっと広くして欲しいが、夢のような話かもしれないが。 

P.4の資料を見ると伊丹市は面積的に狭い。1点目として、既存施設は改修か、

建て直す必要がある。２点目として、有効活用、有効利用についてですが、他市

の放課後の学校活用は公民館のような利用になっているところがある。教室や

プールなど、もっと有効活用を考えれば良いと思う。P.19 の 3on3、スケボー、

やってみたい子どもは多い。他市では、空き地にアーバンスポーツができる複
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合化した施設を作っている。こんなのがあれば子どもは喜ぶ。お願いしたい。 

（会長） 

地域の空きスペースで、アーバンスポーツを子どもたちはやっている。本格

的な施設はいらないのですか。 

（委員） 

 池田市は高架下に作っている。ちょっとしたスペースを有効活用したら良い。 

（会長） 

 委員はご意見がありませんか。 

（委員） 

 みんなが使っているように、伊丹スポーツセンターを使っている。スポーツ

センターの体育館や陸上競技場は改良する必要がある。また民間施設を活用す

る際も、市として予算を投入しやっているということを市民にアピールする必

要があると思う。他市にも行っている。西宮市や、尼崎市ではスポーツセンター

にバスケットゴールを置いている。前のスペースでスケートボード施設を作っ

たり、暗いガラス前をダンス練習場としたり、活用できるのは活用すればよい。

三軒寺前で 3on3 をするイベントの支援をしている。伊丹市でやろうと思えば場

所はある。 

 タータンの陸上競技場については、400m フルにしなくても河川敷とか、80m で

5 レーンとかできる範囲で作れば良い。最近、東大阪市で車いすラグビーでもバ

スケットでも実施したが、コンクリート地ベースで対応している。そんなスペ

ースがあればよい。伊丹市はなぎなたでアピールしている。他の施設やスポー

ツセンターに金かけてもらい、広告収入も得られるのではないか。伊丹スポー

ツセンターに投資が必要である。 

（会長） 

既存施設の使いやすさ、ユニバーサルデザインはどうですか。 

（委員） 

スポーツセンターについては国体の時にトイレが整備されたが数が少ない。

車いすバスケなどの大会になると数が不足している。 

（会長） 

 委員のご意見はありますか。 

（委員） 

 財源に課題があり、核になる施設への投資が大事である。以前、市内のスポー

ツ施設を回ったことがあるが、P13 プールのところが気になる。子どもと大人、

コロナ禍前より利用者が減となっている。 

（事務局） 

 屋外プールの利用者数は、昨今の猛暑、熱中症の影響があるのではないかと

考える。一方で、子どもの夏季自由プール事業が利用者増に影響していると思

われる。 

（委員） 

夏だけの営業になるので、屋外プールの運営は難しい面が多い。街中だけで

なく学校ですらプールをなくす時代でどうなっていくのか。 
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 子どもたちのアンケート、クライミング、スケボーなどが人気、隙間の空間を

使えるものが多い。早い段階で幼稚園、保育所が取り入れた。それらを受けて公

園の一角に作られている。気になることとして、クライミングは、一番メンテナ

ンス費用が必要である。特化した施設は位置、維持などが難しい。 

（事務局）  

 緑ヶ丘プールの利用者数については猛暑が影響していると考えている。近年

は暑さでプール授業が実施できない状況もあり、屋外プールのあり方も検討す

る必要がある。 

（委員） 

 学校に室内プールを作って授業以外に一般に貸すなどの例がある。屋外プー

ルの開館時期を早めるなど一考である。 

（委員） 

 屋外プールは以前、指定管理者をしていたアイ愛センターの室内プールは 14m

だが、学校プールが使えないときに使用の相談があった。担当部署と調整して

不可となった。学校プールが使えないときは貴重である。今後、室内プールにな

っていくべき、それを考えて利用価値を高めていく必要がある。 

（会長） 

 他にないか。（なし。） 

 各方面から貴重な意見をもらった。これらを事務局でまとめてください。 

３．その他 

（会長） 

 今後のスケジュールを説明願います。 

（事務局） 

 本審議会については全４回開催します。本日が１回目、第２回は８月の下旬

の開催を予定しています。 

 次回は、国のストック適正化ガイドラインに、自治体独自の視点を加えた、施

設整備の基準を客観的に評価できる資料を作成し、提示したいと考える。 

第３回では、ストックマネジメンによる評価をお示ししたうえで、民間施設の

活用も併せて提案したい、さらに短期的・中長期的な課題整理もしたい。最終の

第４回において、全体方針をまとめる。 

令和７年度以降においては個別の整備計画を策定していく計画である。 

（会長） 

 質問ありますか。（なし。） 

 その他、何か、ありますか。（なし。） 

４．閉会 

 それでは、これで審議会を終了します。 

（終了） 

 

 


